
秋の１８講座 活動報告（中間）

調査研究委員会インフラマネジメント研究部会
部会長 中川 均

１・研究部会の紹介

２・インフラとは何か？

３・社会的インフラストラクチャーをマネジメントのする基本

４・インフラマネジャーとは？部会テーマ別チーム（テーマ１）報告

５・今後の課題 部会三つのテーマ



１・インフラマネジメント研究部会の紹介

◼インフラマネジメント研究部会 https://www.jfma.or.jp/research/scm1
8/index.html

道路運送法上の民間有料道路
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２・インフラとは何か？
◼インフラストラクチャーとは何か？ 【社会的インフラストラクチャー】

◼東京大学名誉教授 宇沢弘文氏の定義（参考図書：岩波新書「社会的共通資本」）

社会的共通資本は、一つの国ないし特定の地域に住むすべての人々が、ゆたかな

経済生活を営み、すぐれた文化を展開し、人間的に魅力のある社会を持続的、安定的

に維持することを可能にするような社会的装置を意味する。
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自然環境
大気・森林・河川・水・土壌etc.

社会的インフラストラクチャー
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３・社会的インフラストラクチャーをマネジメントする基本

◼それぞれの資本はそれぞれの専門家によって職業的な倫理観と専門的な知
識と経験にて運用されなければいけない。決して政治的な判断や目先の経
済的な評価だけが先行してはいけない。

◼例えば、農業と農村とを同じものと考えてはいけない。同じように漁業と
漁村、林業と山村も同様に・・・。それぞれに地域共同体COMMONSとし
て自然環境を保持し、サステナブルに維持していく役割がある。そこには
積み上げられてきた自然とのあるいは自然資本との会話のノウハウが活か
されている。決して土地の持つ生産性で評価してはいけない。

◼社会的インフラも同様に、費用VS便益という単純な公式で維持管理・更
新のための費用を見積もってはいけない。そこには持続可能な社会として
の脱炭素効果や高齢者社会向けの配慮も入れた専門家の判断が優先される
必要がある。何よりも地域の人々が安全・安心に幸せに暮らせて定住する
ことが最も大切な指標となる。

◼制度資本は、人々が国民として国家に帰属するための基本軸を形成する重
要なものであるため、超長期の視点に立って判断されるべきもの。

◼以上が社会的インフラのマネジメントに関わるための基本的な前提だと私
たちは考えています。
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４・インフラマネージャー とは？
インフラマネジメント研究部会テーマ１チーム中間報告

■インフラメンテナンスに係る社会の動向
■インフラマネージャーを必要とする目的
■インフラメンテナンスに係る動向
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インフラメンテナンスに係る社会の動向（これまでの取組）

◼ 笹子トンネルの天井板落下事故（平成24年12月）以降、インフラメンテナンスに関する

全般的な課題をヒト、モノ、カネの観点から整理し、それらの課題に対して取り組むべ
き項目を整理・展開。

（出典：国土交通省ホームページより）
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インフラメンテナンスに係る社会の動向（これからの取組）

◼ 令和４年12月、国土交通省は「地域インフラ群再生戦略マネジメント（以下、群マネ）」を公表。

◼ 既存の行政区域に拘らない広域的な視点で、道路、公園、上下水道といった複数・多分野のインフ

ラを「群」として捉え、更新や集約・再編、新設も組み合わせた検討により、効率的・効果的にマ

ネジメントし、地域に必要なインフラの機能・性能を維持するもの。

①地域の将来像を踏まえた群マネの展開

②群マネを展開するために必要となる
市区町村の体制構築

⚫ 更新、集約・再編に合わせた機能追加

⚫ 個別施設計画の質的充実等によるメンテナン

スサイクル実効性向上

⚫ 首長のイニシアティブによる市区町村におけ

るインフラメンテナンスの強力な推進

⚫ 包括的民間委託等による広域的・分野横断的

な維持管理の実現

⚫ 市区町村技術者に今後求められる技術力の明

確化・強化

⚫ メンテナンスの生産性向上を図るためのツー

ルの構築
③メンテナンスの生産性向上に資する新技術の
活用推進、技術開発の促進及び必要な体制の構築

④DXによるインフラメンテナンス分野の
デジタル国土管理の実現

⚫ メンテナンス産業の生産性向上に資する新技

術の活用推進、技術開発の促進

⚫ AI・新技術等の活用も見据えた体制の構築

⚫ 将来維持管理・更新費の推計の見直し

⚫ 設計・施工時や点検・診断・補修時のデータ

利活用によるデジタル国土管理の実現

⚫ インフラマネジメントの高度化に向けたデー

タ利活用方策の検討

⚫  セキュリティ対策の推進

⑤国民の理解と協力から国民参加・
パートナーシップへの進展

⚫ インフラメンテナンスへの国民・地域の関心

の更なる向上

⚫ 優れたメンテナンス活動の横展開の強化

⚫ メンテナンス活動への国民参加の促進と参加

を通じた真のパートナーシップの構築

（出典：国土交通省ホームページを加工）
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インフラメンテナンスに係る社会の動向（これからの取組）

図１ 地域インフラ群再生戦略マネジメントの概念
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インフラメンテナンスに係る社会の動向（現状）

表１ 措置が必要な橋梁における修繕着工・完了率

◼ 道路施設を中心に個別施設計画の策定が完了する一方で、個別施設計画に基づいた要対策施設の修

繕工事の着工・完了率は、地方公共団体において必ずしも高い水準にあるとはいえない。

⇒必要な事業費の確保が困難

⇒少子高齢化に伴う建設業界の衰退により修繕事業に必要な人材の確保が困難

⇒道路管理者の異動等により個別施設計画の内容の引継ぎが円滑にいっていない

修繕工事の着工・完了率
は30～50％程度
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インフラマネージャーを必要とする理由
◼ インフラの維持管理の目的は、インフラ利用者にサービスを継続的かつ適切な方法で提供しつづけ

ることである。

◼ インフラの維持管理には、点検、修繕工事、集約・再編、新技術・DX、PFIや包括的民間委託・

PFS/SIBなど多様な契約方式、技術者育成、ビッグデータの活用・電子国土、インフラ利用者への

アカウンタビリティ・・・など、多岐にわたる要素技術を適切な方法で運用、管理する人材が必要。

◼ インフラマネージャーはインフラ管理者側とサービス提供者側で役割や必要な能力が異なることが

考えられる。

インフラ利用者
（国民・県民・市町村民）

インフラ管理者
（国・県・市町村等）

サービス供給者
（建設会社・測量調査設計会社等）

納税・利用料

サービス提供
サービス提供

利用料

業務・工事発注

納品・引渡し・

アドバイザリー

インフラ
マネージャー

インフラ
マネージャー

◼ 点検診断
◼ 修繕工事
◼ 集約・再編、

新技術・DX
◼ 多様な契約方

式
◼ 技術者育成
◼ 電子国土
◼ アカウンタビ

リティ
◼ ・・・・

ステークホルダー 要素技術
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テーマ１における検討内容・手順（案）

テーマ１では以下の手順で検討を予定

① インフラマネージャーの業務と役割をマネジメントサイクル及びメンテナンスサイクルの各フェー

ズごとに整理（図２）。

② 各業務・役割に求めらえるスキルを整理

⇒インフラ管理者（PPP等の民間事業者含む）、サービス提供者・・・等の立場から整理（図３）

⇒点検、工事、修繕工事、新技術・DX、多様な契約方式・・・等の要素技術の観点から整理

⇒マネジメントスキル、ヒューマンスキル、テクニカルスキル・・・等の観点から整理（表２）アセットマネジメントの目標と戦略（行動計画等）

マネジメントサイクル メンテナンスサイクル

計 画
（個別施設計画等）

実 行
（調達）

評 価
（マネジメント
レビュー）

改 善
（是正・予防・
改善策の検討）

診 断

措 置
（監視・補修等）

記 録

点 検

維 持
（日常反復行為）

更 新
（再整備）

定期点検
計画的修繕
（性能回復行為）

力量・認識・コミュニケーション・情報

Check
＆Act

Plan

Do

支 援（体制整備）

マネジメントサイクルの「Do」の位置付け

図２ マネジメントサイクルとメンテナンスサイクルの概念

インフラの維持管理は、メ

ンテナンスサイクル「点検

－診断－措置－記録」とマ

ネジメントサイクル「計画

（Plan）－実行（Do）－評

価（Check）－改善

（Act）」の両サイクルで表

現できる。
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テーマ１における検討内容・手順（案）

図３ インフラマネージャの様々な立場（立ち位置）

管理者

IM

サービス
供給者

管理者

IＭ

サービス
供給者

管理者

サービス
供給者

（代行）

管理者

IＭ
サービス
供給者

◼ インフラマネージャーは、インフラ管理者、サービス提供者、その他など、それぞれで立場が異な

ると業務や役割が異なることが考えられる。

管理者

IM

サービス
供給者

（第三者）

IM

JV・NPC
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インフラマネージャーを必要とする目的

◼ インフラマネージャーはテクニカルスキル（技術的能力）に加え、マネジメントスキル、ヒューマ

ンスキルが求められる。

マネジメントスキル（業務管理・調整能力）
・計画力、組織力、統率力、人材の活用、問題分析、創造力、判断力、決断力、国際感覚、経営感覚

ヒューマンスキル（対人関係能力）
・リーダーシップ、リスクテイキング、ストレス耐性、理解力、傾聴能力、要点把握力、感受性、柔軟
性、表現力、発表力、説得力

テクニカルスキル（技術的能力）
・計画管理、企画管理、財務評価、IT活用能力、建設関連知識、不動産関連知識、セキュリティ関連知
識、環境・資源・安全・防災知識、語学力

表２ インフラマネージャーに求められるスキルの分類



今後の課題 部会活動の三つのテーマ

テーマ１・インフラマネジャーとは？

どこで、どんな場面で、どのような役割を果たす

ために、どのような能力を必要とするのか？

テーマ２・インフラマネジャーの（活動領域）位置付け

ファシリティマネジャーとの関係、認定資格との

関係、他の団体活動との関係etc

テーマ３・PPP/PFI等、プロジェクトの成功要因の分析

プロジェクトのオペレーション（成功事例や失敗

事例の分析）、ファイナンス（リスク管理と契約

管理）から見た分析

実施例：タイ高速道路PRJ反省、ウオーターPFI/PPP
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